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模擬議会模擬議会をを経て経て
町へ提言！町へ提言！

　令和５年６月２４日に開催した女性・青年模擬議会については、
大石田町議会だよりＮｏ．１７７（令和５年７月２５日発行）の２ペー
ジから５ページで詳しい内容を掲載しております。
　大石田町議会だよりは右の画像からご覧いただけます。

　大石田町議会では、町民の意思を反映し開かれた議会とするため、町民や各種団体との対話
等による町民の意向を踏まえ、行政運営の更なる充実を求めるため、政策提言を重ねてきた。
　去る６月24日、当町議会で初めて開催した女性・青年模擬議会では、町民や町内各種団体か
ら選出された７名の模擬議員が、町に対して一般質問の形式で意見を交わし、提案を行った。
　今回は、模擬議員が質問した内容を基に、町に対して５分野、９つの提言をした。

22おおいしだ　議会だより　No.178おおいしだ　議会だより　No.178



町民町民のの声声をを町政に！町政に！

❻� �　
全
国
的
に
も
今
後
、
部
活
動
地
域
移
行
に
係
る
検
討
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
当
町
に
お
い
て
も
町
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
た
幅
広
い
取
組
み
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
、
情

報
収
集
や
他
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
緊
密
に
し
、
迅
速
な

体
制
整
備
等
に
努
め
る
こ
と
。

❼ �　
当
町
に
は
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
就
労
移
行
支
援

事
業
所
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所
は
な
い
が
、
町
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
観
点
や
就
労
場
所
の
確
保
の
観
点

か
ら
、
既
存
の
障
害
者
福
祉
施
設
や
空
き
家
等
の
活
用
も

含
め
設
置
の
検
討
を
図
る
こ
と
。

❽ �　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
著
し
い
当
町
の

農
業
実
情
を
改
善
す
る
た
め
、
取
り
組
み
易
い
米
の
需
給
と

価
格
の
安
定
対
策
を
講
ず
る
よ
う
国
に
強
く
求
め
る
こ
と
。

　
　

�　
ま
た
、
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
農
業
に
従
事

し
よ
う
す
る
方
を
対
象
に
し
た
町
独
自
の
助
成
事
業
や
農

業
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
。
さ
ら
に
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
そ
の
利
活
用
に
対
し
て
施
策

を
講
じ
る
こ
と
。

❾ �　
町
内
に
お
け
る
道
路
舗
装
の
損
傷
が
著
し
い
箇
所
が
散

見
さ
れ
る
が
、
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
も
住
民
の
安
全
性

や
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
早
急
に
修
繕
改
良
工
事
を

行
う
こ
と
。

【 

教
育
関
係 

】

【 

福
祉
関
係 

】

【 

産
業
振
興
関
係 

】

【 

建
設
関
係 

】

❶ �　
町
の
健
全
な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
た
め
に

も
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
必
須

で
あ
る
。
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
諸
施
策
を

迅
速
に
実
施
し
、
若
者
の
定
住
促
進
や
子
育
て

支
援
の
充
実
政
策
を
早
急
に
推
進
す
る
こ
と
。

❷ �　
当
町
の
独
居
老
人
世
帯
は
明
ら
か
に
増
加
傾

向
に
あ
り
、
か
つ
て
多
人
数
用
に
設
置
し
た
合

併
・
単
独
浄
化
槽
の
維
持
管
理
経
費
負
担
の
増

に
よ
り
生
活
困
窮
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
町
と

し
て
の
補
助
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
。

❸ �　
町
と
し
て
「
移
住
・
定
住
者
の
募
集
事
業
」

を
推
進
及
び
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、
定
住
希
望
に

係
る
支
援
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。
更
な
る
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
の
有
効
活
用
促
進
を
図
る
な
ど
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

❹ �　
統
合
小
学
校
に
つ
い
て
令
和
９
年
度
開
校
に

向
け
て
事
業
進
捗
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

と
並
行
し
て
既
存
の
３
校
舎
の
有
効
活
用
計
画

を
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
。

❺ �　
冬
期
間
の
除
雪
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

機
械
購
入
費
や
暖
房
用
燃
料
費
へ
の
補
助
の
拡

充
を
図
る
こ
と
。

【 

総
合
政
策 

】
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入ってきたお金入ってきたお金

使ったお金使ったお金

町税

繰入金
地方交付税地方交付税

一般会計歳入歳出決算

町債（借金）

災害復旧に

繰越金

依存財源依存財源

自主財源自主財源

分担金等

交付金等

国庫支出金
県支出金

議会運営に

行政運営に

社会福祉に
ゴミ処理・検診に

5億9092万円（9.0％）

7億5070万円（11.4％）

65億
6039万円

60億
9509万円

26億8008万円26億8008万円
（40.9％）（40.9％）

1億8110万円
（2.8％）

農林水産業の振興に
2億1785万円（3.6％）

労働・商工・観光の振興に
5272万円（0.9％）

道路整備・除雪に
6億6099万円
（10.8％）

消防・水防に
2億2046万円
（3.6％）

教育・スポーツなどに
5億1179万円
（8.4％）

借金の返済に
7億8867万円
（13.0％）

289万円（0.0％）

2億8581万円（4.4％）

（62.2％）（62.2％）

（37.8％）（37.8％）

8億5384万円（12.9％）

2億2281万円（3.4％）

6億7374万円（10.3％）
3億2139万円（4.9％）

6752万円（1.1％）

20億4852万円20億4852万円
（33.6％）（33.6％）

11億2943万円
（18.5％）3億9426万円（6.5％）

全員賛成で全員賛成で

認定認定
定例会
９／１～９／１２

第３回

【自主財源】
　町税や繰越
金など、町が
独自に調達し
たお金。

【依存財源】
　地方交付税
や国庫支出金
など、国・県
から定められ
た金額が交付
されるお金。

向けて向けて
２億３７６２万円支出！２億３７６２万円支出！

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
の

12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質

問
を
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
決
算
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

詳
細
に
審
査
し
た
結
果
、
一
般
会
計
及
び
５
つ
の
特

別
会
計
を
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

�

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
議
…
Ｐ
６
～
７

�

補
正
予
算
、
条
例
等
の
審
議
…
Ｐ
８
～
９

補正予算
2件

条例制定
1件

発議
1件

決算
6件

以上10件
原案どおり
可決・認定

44おおいしだ　議会だより　No.178おおいしだ　議会だより　No.178



20

R3

R2

R1

H30

R4

68.7

69.7

65.6

61.3

55.3

70

普通会計
単位：億円

R4

R3

R2

R1

H30 5.5 8.0

6.0 8.8

6.2 9.8

6.8 12.4

7.4 12.8

0 10 20

単位：億円
財政調整基金 その他基金

基金（貯金）残高の推移 町債（借入金）残高の推移

「令和4年度町税」決算額内訳と収納率「令和4年度町税」決算額内訳と収納率
区　分 令和4年度決算額 前年度比

町 民 税 2億4459万円 ▲123万円
固定資産税 2億9616万円 725万円
軽自動車税 2983万円 117万円
た ば こ 税 260万円 ▲60万円
鉱 産 税 33万円 ▲1万円
入 湯 税 0円 ー
都市計画税 1741万円 31万円
合 計 5億9092万円 689万円

年　度 H30 R1 Ｒ2 R3 R4
収納率 ➡96.5% ➡96.2％ 扌96.3％ 扌96.5％ 扌96.7％

　町税は、前年度から若干減額しましたが、自主財
源の約４割を占めており、町の収入としてとても大
切なお金です。
　入湯税は、令和元年７月から課税を免除しています。

令和４年度一般会計・各特別会計決算額及び前年度比較
区　　　　　分 歳　　入 歳　　出

決　算　額 前年度比較 増減率 決　算　額 前年度比較 増減率
一 般 会 計 65億6039万円 2億5439万円 ▲8.1% 60億9509万円 7490万円 ▲8.4%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 8億7766万円 ▲939万円 ▲4.8% 8億1885万円 1546万円 ▲5.1%
次 年 子 簡 易 水 道 790万円 88万円 16.6% 790万円 88万円 16.6%
学 校 給 食 事 業 ※ ０円 皆減 皆減 0円 皆減 皆減
農 業 集 落 排 水 事 業 7991万円 ▲3795万円 ▲32.2% 7991万円 ▲2945万円 ▲26.9%
介 護 保 険 9億6341万円 ▲622万円 ▲0.6% 8億9198万円 ▲3595万円 ▲3.9%
後 期 高 齢 者 医 療 1億14万円 329万円 3.4% 9114万円 ▲569万円 ▲5.9%

合計（一般会計＋特別会計） 85億8941万円 2億500万円 1.4% 79億8487万円 2015万円 ▲0.8%

高い収納率を維持。

令和4年度決算令和4年度決算 コロナ禍脱却へコロナ禍脱却へ
新型コロナウイルス感染症対応事業費新型コロナウイルス感染症対応事業費

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
額
が
堅
調
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
２
億
円

の
増
額
と
な
り
、
基
金
現
在
高
は
、
全
体
で
20
億
円

を
超
え
ま
し
た
。

　
地
方
債
の
新
規
発
行
を
抑
え
、
償
還
を
進
め
た
た

め
、
令
和
３
年
度
か
ら
約
６
億
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

※学校給食事業については、令和４年度から一般会計で処理しています。
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村
形　
昌
一　
委
員

オ
ー
プ
ン
か
ら
来
館
者
が
減
少
傾

向
だ
。
昨
年
の
答
弁
で
は
数
値
目

標
を
設
定
し
、
増
や
し
て
い
く
と

あ
っ
た
が
。

教
育
長　
設
定
し
た
数
値
目
標
は

達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に

向
か
う
努
力
は
で
き
た
。
コ
ロ
ナ

禍
も
影
響
し
た
。

一

般

会

計

【
全
員
賛
成
】

図
書
館
の
利
用
拡
大

図
書
館
の
利
用
拡
大

　
　
　
今
野　
雅
信　
委
員

議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

し
た
。
町
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

の
推
進
は
。

町
長　
推
進
委
員
会
を
設
置
し
検

討
を
始
め
た
段
階
だ
。

　
　
　
今
野　
雅
信　
委
員

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
エ
ー
ル
券

発
行
で
商
工
業
者
か
ら
は
好
評

だ
っ
た
が
、町
と
し
て
の
評
価
は
。

町
長　
町
内
の
商
工
業
者
は
コ
ロ

ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
の
発
行

は
効
果
的
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　
　
今
野　
雅
信　
委
員

地
域
学
校
協
働
本
部
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
両
輪
の
効
果
で

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た

が
、
教
育
長
の
評
価
は
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

コ
ロ
ナ
対
策
で
商
工
業
支
援

コ
ロ
ナ
対
策
で
商
工
業
支
援

学
校
協
働
活
動
推
進
員

学
校
協
働
活
動
推
進
員

教
育
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
も
県
内
で
早
く
に
導
入
し
た
こ

と
や
、
協
働
本
部
と
の
両
輪
の
成

果
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
　
　
村
形　
昌
一　
委
員

最
上
川
中
流
改
修
促
進
期
成
同
盟

会
で
最
上
川
治
水
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
構
成
自
治
体
の
中
で

大
石
田
で
の
事
業
費
が
突
出
し
て

い
る
。
当
町
の
意
見
は
採
用
さ
れ

や
す
い
の
で
は
。

町
長　
事
業
の
予
算
は
国
交
省
で

計
上
す
る
が
、
流
域
の
中
で
大
石

田
の
治
水
対
策
が
大
き
な
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
。
会
議
で
は
町

民
の
声
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
芳
賀　
　
清　
委
員

大
橋
の
架
け
替
え
な
ど
、
住
民
公

聴
会
で
町
の
方
針
を
説
明
し
て
き

た
が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
か
。

町
長　
国
交
省
と
ま
だ
具
体
的
に

詰
め
る
必
要
が
あ
る
。
取
り
組
む

に
あ
た
っ
て
は
50
年
、
１
０
０
年

後
に
や
っ
て
良
か
っ
た
と
言
え
る

よ
う
に
し
た
い
。

最
上
川
治
水
対
策

最
上
川
治
水
対
策

　
　
　
村
形　
昌
一　
委
員

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金
が
減
っ
て

き
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
数
も
会
員
数
も

減
少
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
が
。

町
長　
組
織
や
連
合
会
の
形
態
も

考
え
直
す
時
期
だ
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て

い
る
サ
ロ
ン
等
は
活
発
に
活
動
で

き
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
衰
退

老
人
ク
ラ
ブ
の
衰
退

決算特別委員会

老人クラブはまだまだ活況！（高齢者ゲートボール大会）

新たな図書館企画（宮沢賢治朗読の夕べ）

現体制で最後の審査現体制で最後の審査
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　決算特別委員会とは予算が
適正に使われたかを審査する
ための委員会です。
　審査の結果、令和４年度決
算は認定すべきものと決定し、
議長に報告しました。

決算特別委員会委員長
二藤部　冬馬

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
委
員

当
初
予
算
で
は
18
組
を
設
定
し
た

が
、
結
果
は
５
組
だ
っ
た
。
ど
う

感
じ
る
か
。

町
長　
独
身
者
に
結
婚
を
す
す
め

た
だ
け
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
難
し
い
問
題
だ
。

　
　
　
今
野　
雅
信　
委
員

地
域
振
興
公
社
の
経
営
改
善
を
コ

ン
サ
ル
に
数
年
委
託
し
た
が
、
そ

の
成
果
と
課
題
は
。

町
長　
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

成
果
は
こ
れ
か
ら
出
て
く
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

結
婚
祝
い
品

結
婚
祝
い
品

温
泉
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

温
泉
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
委
員

返
礼
品
に
係
る
ル
ー
ル
が
10
月
か

ら
厳
格
化
さ
れ
る
。
北
海
道
白し
ら
糠ぬ
か

町
で
は
ル
ー
ル
改
正
を
う
ま
く
Ｐ

Ｒ
し
、実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
が
、

当
町
で
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
白
糠
町
は
ふ
る
さ
と
納
税

の
先
進
地
と
し
て
視
察
し
て
い
る
。

先
進
事
例
を
参
考
に
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
芳
賀　
　
清　
委
員

今
年
は
４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
と

な
り
、大
勢
の
観
覧
者
が
来
訪
し
た
。

全
国
で
は
有
料
で
開
催
す
る
自
治

体
が
増
加
し
て
い
る
が
。

町
長　
桟
敷
席
な
ど
で
様
々
な
課

題
が
出
て
い
る
。
ま
つ
り
小
委
員

会
の
意
見
を
集
約
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　
　
齋
藤　
公
一　
委
員

毎
年
負
担
金
を
支
出
し
て
い
る
が
、

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

最
上
川
花
火
大
会

最
上
川
花
火
大
会

広
域
婚
活
事
業

広
域
婚
活
事
業

実
績
ゼ
ロ
で
は
意
味
が
な
い
。
町

独
自
で
の
婚
活
事
業
に
す
べ
き
で
は
。

町
長　
当
町
に
効
果
が
な
い
か
ら

止
め
る
の
で
は
な
く
、
広
域
で
連

携
し
て
取
り
組
む
事
業
で
あ
る
。

広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
村
形　
昌
一　
委
員

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
は
、
良

い
事
業
だ
。
動
画
配
信
等
も
活
用

し
て
広
く
周
知
し
て
は
。

町
長　
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
、

見
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
、
周

知
し
て
い
く
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
委
員

次
年
子
の
水
は
大
変
お
い
し
い
と

評
判
だ
。
移
住
・
定
住
に
向
け
て

も
っ
と
発
信
を
。

町
長　
こ
わ
清す

水ず

は
次
年
子
窯
の

陶
器
で
汲
み
取
り
が
で
き
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
配
信
さ
れ
て
い

国
民
健
康
保
険
税

特
別
会
計
【
全
員
賛
成
】

次
年
子
簡
易
水
道

特
別
会
計
【
全
員
賛
成
】

る
。
サ
ウ
ナ
や
、
ア
ウ
ト
ド
ア
へ

の
活
用
な
ど
も
お
も
し
ろ
い
。
次

代
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
検
討
し
た
い
。

さらなる健康増進へ（国保ヘルスアップ事業）

令和4年度決算を「総括・検証」令和4年度決算を「総括・検証」

そ
の
他

に
つ
い
て
も
、
全
て
全
員
賛
成

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
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今
野　
雅
信　
議
員

涌
谷
町
と
の
友
好
交
流
を
今
後
ど

の
よ
う
に
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い

く
考
え
か
。

一
般
会
計
補
正
予
算

【
全
員
賛
成
】

涌
谷
町
友
好
協
定
締
結

涌
谷
町
友
好
協
定
締
結
1010
周
年
周
年

町
長　
民
間
も
参
加
で
き
る
よ
う

な
行
事
、
事
業
な
ど
を
や
っ
て
い

き
た
い
。

民
間
同
士
の
結
び
つ
き
を
促
す
よ
う

な
企
画
も
あ
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
。

町
長　
様
々
な
祭
り
な
ど
に
民
間

の
方
か
ら
出
て
い
た
だ
く
な
ど
、

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　
　
小
玉　
　
勇　
議
員

緊
急
治
水
事
業
で
移
転
す
る
方
は

対
象
と
な
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
要
綱
で

は
「
公
共
施
設
の
移
転
事
業
に
つ

い
て
は
該
当
し
な
い
」
と
い
う
一

文
が
あ
る
。

要
綱
は
変
え
ら
れ
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
関
係
法

令
等
を
現
在
確
認
中
。
他
市
町
村

の
状
況
も
参
考
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

方
針
を
な
る
べ
く
早
く
町
民
に
周

知
す
べ
き
で
は
。

町
長　
要
綱
制
定
は
し
っ
か
り
と

研
究
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

定
住
促
進
事
業
助
成
金

定
住
促
進
事
業
助
成
金

町
長　
首
都
圏
近
郊
の
取
組
み
も

見
て
い
る
が
、
人
と
人
と
の
交
流

と
い
う
も
の
も
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

研
究
し
た
い
。

担
当
課
で
返
礼
品
に
つ
い
て
勉
強

す
る
場
を
設
け
て
は
。

町
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
会

計
年
度
任
用
職
員
な
ど
で
体
制
を

拡
充
し
、
勉
強
し
な
が
ら
や
っ
て

い
く
。

　
　
　
村
形　
昌
一　
議
員

会
員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
と

思
う
が
、
現
在
の
状
況
は
。

町
長　
３
年
間
、
総
会
を
開
催
し

て
い
な
い
。
総
会
を
開
き
役
員
な

ど
の
体
制
づ
く
り
か
ら
始
め
な
い

と
い
け
な
い
。

首
都
圏
大
石
田
会

首
都
圏
大
石
田
会

自慢のそばで湧谷町と交流（9/20 虹のプラザ）

ひさびさの露店

　
　
　

今
野　
雅
信　
議
員

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
分
が
好
調

で
増
額
し
た
が
、
募
集
す
る
中
で

手
ご
た
え
は
。

町
長　
持
続
可
能
な
ま
つ
り
に
す

る
た
め
に
も
、
環
境
に
や
さ
し
い

花
火
大
会
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

新
規
企
業
の
寄
付
を
集
め
る
な
ど
、

考
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　

村
形　
昌
一　
議
員

環
境
に
や
さ
し
い
花
火
大
会
と
は
。

町
長　
車
で
は
な
く
て
電
車
で
観

に
来
て
も
ら
う
ス
タ
イ
ル
に
す
る

こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
る
。

首
都
圏
大
石
田
会
な
ど
と
の
連
携

の
充
実
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

活
用
な
ど
の
展
開
を
。

町
長　
ぜ
ひ
と
も
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
議
員

体
験
型
の
返
礼
品
が
増
え
て
い
る
。
虹

の
館
の
宿
泊
と
の
セ
ッ
ト
な
ど
考
え
て
は
。

大
石
田
ま
つ
り
負
担
金

大
石
田
ま
つ
り
負
担
金

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

今後に期待！今後に期待！
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小
玉　
　
勇　
議
員

町
の
栽
培
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長　
県
の
事
業
の
モ

デ
ル
地
区
に
当
町
が
指
定
さ
れ
て

お
り
、
現
在
２
名
が
該
当
す
る
。

面
積
は
約
11
ha
ほ
ど
に
な
る
。

子子しし

実実じ
つ
じ
つ

用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

　
　
　
二
藤
部
冬
馬　
議
員

空
き
家
の
利
活
用
な
ど
に
取
り
組

め
る
人
材
を
募
集
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
現
在
、
内
定
者
ゼ
ロ
だ
。

募
集
の
方
向
性
を
変
え
る
考
え
は
。

町
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
非

常
に
重
要
な
戦
力
。
様
々
な
機
会

を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

内
定
者
が
ゼ
ロ
の
ま
ま
だ
と
、

KO
E no KU

RA

の
運
営
に
も

影
響
が
出
る
の
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
臨
時
で

休
業
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
。

　
　
　
二
藤
部
冬
馬　
議
員

改
正
前
の
各
施
設
利
用
料
金
の
税

率
が
０
％
、
３
％
、
５
％
と
、
担

当
課
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。

改
正
の
し
忘
れ
か
税
込
み
の
金
額

だ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　
基
本
的
に
消
費
税
が
含

ま
れ
た
金
額
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

募
集
委
託
業
務

募
集
委
託
業
務

財
産
の
交
換
、譲
与
、無
償
貸
付
等

に
関
す
る
条
例
【
賛
成
多
数
】

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
伴
い
、

消
費
税
を
明
確
に
す
る
た
め
の
改

正
で
あ
る
は
ず
が
、
税
抜
き
価
格

の
値
上
げ
が
起
き
て
い
る
が
。

町
長　
今
回
の
改
正
で
は　
税
抜

き
価
格
で
料
金
を
設
定
す
る
た
め
、

仮
に
消
費
税
が
ま
た
上
が
っ
て
も
、

対
応
し
や
す
い
。

　
き
ち
っ
と
し
た
額
に
設
定
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
議
員

公
共
施
設
の
利
用
料
金
見
直
し
は
。

町
長　
コ
ス
ト
計
算
だ
け
で
料
金

を
決
め
た
場
合
、
と
て
つ
も
な
く

高
額
に
な
る
。

　
他
市
町
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
使
い
や
す
い
料
金
設
定
を
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
今
野　
雅
信　
議
員

条
例
改
正
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
た
体
制
を
構
築
し
て
は
。

町
長　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
で
き
る
か

否
か
勉
強
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　
村
形　
昌
一　
議
員

認
知
症
初
期
集
中
チ
ー
ム
を
増
員

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
い
町
民
へ
の
広
報
な
ど

の
考
え
は
。

町
長　
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
、
様
々

な
形
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
【
全
員
賛
成
】ほっと一息（虹カフェ）

にぎわい創出、あったマルシェ（温泉館前）

湧谷町、首都圏大石田会、地域おこし協力隊湧谷町、首都圏大石田会、地域おこし協力隊
補正予算
条例等 交流事業の交流事業の
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小
こ
玉
だま
 勇
いさむ
　議員 �  11ページ

◆ソバ刈取における組織の拡充、システムの充実を図るべき
◆「文化の町大石田」をもっとアピールすべきではないか

村
むら
形
かた
 昌
しょう
一
いち
　議員 �  14ページ

◆入札不正事件をどう決着させるのか
◆入札監視委員会の状況は

二
に
藤
とう
部
べ
 冬
とう
馬
ま
　議員 �  13ページ

◆消火栓備品購入費の地区負担解消を

今
こん
野
の
 雅
まさ
信
のぶ
　議員 �  12ページ

◆持続可能なお祭りを
◆大石田駅の利便性向上を

　大石田町の様々な課題等について、議員が町に考えを聞くこと
をいいます。
　質問内容は、議案とは関係なく議員が自由に決めます。
　質問席は、対面式になっており、町長と向かい合い質問します。
　１人当たりの持ち時間は１時間です。

４４
人
の
議
員
が

人
の
議
員
が

一
般
質
問

一
般
質
問

ど
う
す
る

ど
う
す
る
！？！？
大
石
田

大
石
田
　一般質問の内容は、以下
の画像を読み取ることで、
インターネット配信を随時
ご覧いただくことができます。

一般質問とは…
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大
石
田
は
住
民
が
考
え
て
い

る
以
上
に
文
化
面
で
の
評
価

が
高
い
。

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
た
物
品
の
販
売
は

で
き
な
い
か
。

教
育
長　
資
料
館
来
館
の
記

念
品
は
Ｐ
Ｒ
に
有
効
だ
が
、

開
発
に
は
著
作
権
や
コ
ス
ト

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
た
め
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

　
資
料
館
だ
け
で
な
く
来
町

の
記
念
品
と
な
る
も
の
を
含

め
、
関
係
部
署
と
連
携
し
て

研
究
し
た
い
。
ま
た
、
物
販

品
だ
け
で
な
く
、
し
お
り
や

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
、
職
員

が
作
成
で
き
る
よ
う
な
も
の

文
化
の
町

は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
も
良
い

の
で
は
と
思
う
。

町
と
関
わ
り
の
あ
る
文
化
人

た
ち
の
、
地
元
施
設
と
の
交

流
は
。

教
育
長　
齋
藤
茂
吉
記
念
館
、

真ま

下し
も
慶け
い
治じ

記
念
館
な
ど
県
内

に
あ
る
施
設
と
は
職
員
同
士

の
交
流
は
多
少
あ
る
が
、
県

外
な
ど
遠
方
の
施
設
と
の
交

流
は
な
い
。

　
金
山
平
三
氏
、
鈴す
ず

木き

貞て
い

次じ

郎ろ
う
氏
の
ほ
か
、
宮
沢
賢
治
の

夢
に
生
き
た
松ま
つ

田だ

甚じ
ん

次じ

郎ろ
う

氏

の
妻
は
当
町
の
出
身
で
あ
る
。

　
大
石
田
か
る
た
な
ど
を
通

し
、
町
民
全
体
で
勉
強
し
て

い
き
た
い
。

ブラジル移民の父、鈴木貞次郎顕彰碑（大石田北小前）

ソ
バ
刈
取
組
織
を
ふ
や
せ

小こ

玉だ
ま 　

勇い
さ
む 

議
員

農
業
法
人
の
育
成
を
支
援
し
て
い
く

町
　
長

前
年
度
と
比
較
し
て
刈
取
面

積
も
７０
ha
増
加
し
た
。
町
と

農
協
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

の
か
。

町
長　
農
家
数
の
減
少
や
高

齢
化
の
た
め
、
現
状
は
刈
取

組
合
等
の
組
織
化
が
難
し
い
。

農
協
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
継
続
し
て
組
織
化

を
推
進
し
て
い
く
。

機
械
購
入
へ
の
補
助
金
制
度

を
確
立
す
べ
き
で
は
。

町
長　
現
在
、
町
単
独
の
補

助
制
度
は
、
組
織
設
立
時
の

機
械
購
入
代
金
の
２
分
の
１

を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
、
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
町
の
補
助

制
度
の
内
容
を
検
討
し
て
い

く
。

様々な人材を輩出する我が大石田

令
和
５
年
度
は
、
新
規
の
作

付
箇
所
が
多
い
。
町
は
ど
の

よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
。

町
長　
こ
こ
数
年
は
毎
年
約

３０
ha
ず
つ
増
加
し
て
い
る
。

令
和
３
年
に
駒
籠
地
区
で
刈

取
組
合
が
新
規
に
設
立
し
た

が
、
作
付
面
積
の
増
加
に
は

追
い
付
い
て
い
な
い
。

　
機
会
を
見
つ
け
組
織
の
立

ち
上
げ
を
促
し
て
い
く
。

そ
ば
の
里
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拡
大
に
努
め
る
。
ま
た
、
駐

車
料
金
を
今
年
度
か
ら
千
円

に
引
き
上
げ
た
。
今
後
も
検

証
し
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

町
民
へ
の
経
済
効
果
の
還
元

が
少
な
く
感
じ
る
が
。

町
長　
屋
台
の
繁
盛
が
目

立
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加

え
町
民
に
も
経
済
効
果
が
あ

る
も
の
が
で
き
れ
ば
と
考
え

る
。

ま
つ
り
委
員
の
負
担
が
大
き

い
の
で
は
。

町
長　
委
員
以
外
の
方
に
も

沢
山
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
隅
々
ま
で
き
め
細
か

な
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

町
の
宝
『
ひ
な
人
形
』
を
活

用
し
、
ひ
な
祭
り
を
活
性
化

し
て
い
く
べ
き
で
は
。

町
長　
所
有
者
を
含
め
た
実

行
委
員
会
に
お
い
て
、
時
間

を
重
ね
た
議
論
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

雪
国
な
ら
で
は
の
冬
の
お
祭

り
開
催
を
。

町
長　
町
主
体
で
は
な
か
な

か
難
し
い
部
分
が
あ
る
が
、

様
々
な
団
体
と
意
見
交
換
し

な
が
ら
開
催
で
き
る
か
研
究

し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
に
雪
国
な
ら
で

は
の
体
験
を
。

町
長　
雪
国
で
育
っ
た
か
ら

で
き
た
経
験
は
将
来
に
も
繋

が
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
民

間
の
協
力
を
得
て
で
き
る
か

を
検
討
し
て
い
く
。

駅
舎
の
早
急
な
補
修
を
。

町
長　
駅
都
市
施
設
は
町
と

民
間
企
業
で
管
理
し
て
い
る
。

対
象
企
業
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ（
ス
イ
カ
）が
使

用
で
き
る
改
札
口
を
要
望
し

て
は
。

町
長　
駅
を
利
用
す
る
お
客

様
の
利
便
性
向
上
に
繋
げ
る

た
め
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
、

大
石
田
駅
の
利
便
性
向
上

強
く
要
望
し
て
い
く
。

ア
シ
ス
ト
自
転
車
や
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
な
ど
移
動
手
段
の
確

保
を
。

町
長　
個
人
的
に
は
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
は
魅
力
的
だ
と
思
う
。

民
間
で
検
討
し
て
い
る
方
も

い
る
の
で
、
そ
の
辺
も
含
め

て
進
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
る
。 中は新品、外はボロボロ…（駅都市施設）

今年の特選はコレだ！
（大石田まつり写真コンテスト）

持
続
可
能
な
お
祭
り
を

今こ
ん
野の 

雅ま
さ
信の

ぶ 

議
員

予
算
全
体
を
検
証
し
対
策
を
講
じ
る

予
算
全
体
を
検
証
し
対
策
を
講
じ
る

町
　
長

今
年
度
は
花
火
の
料
金
が
上

が
り
、
人
件
費
や
色
々
な
も

の
に
影
響
が
出
た
と
思
う
が
。

町
長　
同
サ
イ
ズ
の
花
火
の

打
ち
上
げ
単
価
が
、
令
和
元

年
度
と
比
較
し
１
６
５
％
と

最
上
川
花
火
大
会

な
り
、
花
火
大
会
の
運
営
に

大
き
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。

物
価
高
騰
の
影
響
は
ま
だ
ま

だ
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

が
、
今
後
の
町
の
対
応
は
。

町
長　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
周
知
し
、
寄
付
金
額
の
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消
火
栓
の
数
が
地
区
に
よ
っ

て
異
な
る
。

著
し
く
世
帯
数
が
減
っ
て
い

る
地
区
な
ど
、
こ
れ
以
上
、

負
担
で
き
な
い
場
合
は
、
格

納
箱
が
な
く
、
消
火
栓
の
み

に
な
る
場
合
も
あ
り
得
る
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
地

区
の
取
捨
選
択
に
よ
っ
て
は
、

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。

消
火
栓
付
近
に
ホ
ー
ス
等
の

備
品
が
な
い
と
こ
ろ
も
す
で

に
あ
る
が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
改

め
て
設
置
と
な
る
と
予
算
も

か
か
る
。

令
和
５
年
度
の
消
火
栓
備
品

購
入
補
助
金
事
業
の
予
算
は

34
万
７
千
円
。
全
額
補
助
分

を
予
算
化
す
る
こ
と
は
可
能

で
は
。

町
長　
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
。

消
火
栓
備
品
購
入
費
の
地
区
負
担
解
消
を

二に

藤と
う

部べ 

冬と
う

馬ま 

議
員

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

町
　
長

世
帯
数
が
減
少
し
た
場
合
、

地
区
負
担
が
増
加
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
は
認
識

し
て
い
る
。

　
今
後
、
地
区
の
負
担
額
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

地
区
負
担
に
な
っ
た
際
、
約

束
事
が
明
記
さ
れ
た
書
類
や

覚
書
等
は
存
在
す
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
覚

書
等
の
存
在
に
つ
い
て
は
確

認
で
き
て
い
な
い
。

当
町
で
は
、
町
内
の
消
火
栓

付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消

火
ホ
ー
ス
及
び
格
納
箱
等
の

備
品
購
入
費
が
、
地
区
負
担

と
な
っ
て
い
る
。

町
で
は
２
分
の
１
以
下
で
補

助
を
行
っ
て
い
る
が
、今
後
、

地
区
の
町
内
会
費
か
ら
捻
出

は
難
し
い
と
の
声
が
挙
が
っ

て
い
る
。

人
口
減
少
の
推
移
か
ら
も
、

今
後
は
全
額
を
町
の
負
担
で

行
う
べ
き
で
は
。

町
長　
法
令
上
、
格
納
箱
等

の
設
置
に
つ
い
て
は
義
務
化

さ
れ
て
い
な
い
。

近場にホースのない、野ざらしの消火栓

町内の消火栓と備品
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元
町
長
の
汚
職
事
件
（
Ｈ

23
）
と
今
回
の
事
件
の
相
違

は
。

総
務
課
長　
一
番
の
違
い
は

違
約
金
が
あ
る
か
な
い
か
だ
。

元
副
町
長
と
折せ
っ

衝し
ょ
うは

し
た
か
。

総
務
課
長　
し
て
い
な
い
。

平
成
２４
年
に
設
置
し
た
が
こ

れ
ま
で
の
評
価
は
。

町
長　
元
町
長
の
受
託
収
賄

事
件
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら

入
札
・
契
約
手
続
き
の
公
正

の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を

目
的
と
し
た
。
職
員
も
緊
張

感
を
も
っ
て
業
務
に
あ
た
っ

て
お
り
効
果
に
つ
い
て
も
評

価
す
る
。

入
札
監
視
委
員
会

同
じ
様
な
事
件
が
起
き
た
が
。

町
長　
個
別
の
入
札
行
為
を

監
視
す
る
も
の
で
は
な
い
か

ら
だ
。

入
札
執
行
者
と
し
て
ど
う
評

価
す
る
か
。

副
町
長　
結
果
を
見
て
指
名

の
根
拠
や
選
定
、
積
算
に
つ

い
て
助
言
を
い
た
だ
く
。
適

当
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
の
が

成
果
だ
と
思
う
。

今
後
も
続
け
る
の
か
。

町
長　
入
札
の
公
正
の
確
保

と
透
明
性
の
向
上
を
図
る
べ

く
継
続
し
て
い
き
た
い
。

贈
収
賄
と
違
約
金
問
題
を
町

民
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

町
長　
事
務
手
続
き
が
完
了

し
た
時
点
で
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
や
最
終
的
な
結
果
に
つ

い
て
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
な
ど
に

よ
り
町
民
へ
説
明
し
た
い
。

裁
判
を
ど
う
振
り
返
る
。

町
長　
不
正
阻
止
に
は
、
関

係
者
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

が
大
事
と
感
じ
た
。

職
員
の
意
識
向
上
策
は
。

副
町
長　
か
な
り
勉
強
し
た

と
思
う
。
個
人
の
不
正
阻
止

の
た
め
に
組
織
が
機
能
す
る

こ
と
が
大
事
だ
。

不
正
事
件
の
決
着

総
務
課
長　
入
室
チ
ェ
ッ
ク

や
研
修
会
等
の
対
策
を
し
た
。

違
約
金
は
一
般
財
源
か
特
定

財
源
か
。

総
務
課
長　
ひ
も
付
き
の
一

般
財
源
の
よ
う
な
形
だ
。

こ
れ
ま
で
の
議
会
答
弁
と
整

合
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長　
一
般
財
源
を
特
定

的
に
使
う
と
い
う
解
釈
だ
。

一
般
財
源
だ
と
町
民
の
不
利

益
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長　
そ
う
い
う
こ
と
を

な
く
す
た
め
に
支
出
に
全
額

充
当
し
た
。

町長室、副町長室へは、記名の上、入室することになりました。

クリーンな入札を

入
札
不
正
事
件
は
官
製
談
合
か

村む
ら
形か

た 

昌し
ょ
う

一い
ち 

議
員

……  

官
製
談
合
で
あ
り
ま
す

官
製
談
合
で
あ
り
ま
す

町
　
長
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議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
次回の
定例会は

お気軽にお越しください
議会だより号外は12月11日に発行します

1212月月1212日日（火）（火）～～1212月月1818日日（（月月））の予定ですの予定です

農業施策全般にわたる見直しを！農業施策全般にわたる見直しを！

　
コ
ロ
ナ
で
青
春
時
代

の
行
動
が
制
約
を
受
け

た
二
十
歳
の
み
な
さ
ん

の
つ
ど
い
で
す
。

　
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
式

典
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
生
に
は
様
々
な
困

難
が
つ
き
も
の
で
す

が
、
し
っ
か
り
と
歩
ん

で
行
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
若
き
諸
君
の
未
来
に

幸
多
か
れ
！

�

【
記　
村
形
】

表
紙
の
写
真

請願
全員賛成

◆請 願 名　食料・農業・農村基本法の見直しに関する請願
◆請 願 者　みちのく村山農業協同組合　代表理事組合長　三　浦　康　彦
◆紹介議員　小　玉　　　勇
◆請願要旨　�　政府・与党による食料・農業・農村基本法の見直しは、法案の

具体化や見直しに即した基本計画の検討を前に山場を迎えており、
多岐にわたる論点をふまえた法整備、関連施策の拡充・再構築、万全な予算措置が必
要となります。

　　　　　　　将来にわたり国民へ安定的に食料を供給していくため、基本法の見直しに際し、「多
様な担い手」の位置付けや、農業施策全般にわたる見直し等を国に求める意見書の提
出を提案します。

以上の請願について、意見書を提出した。……発議第５号

議会中継動画配信してます
　大石田町議会では、本会議の様
子を動画で配信しています。
　右の画像を読み込むことで配信
サイトをご覧いただけます。

大石田町長選挙及び大石田町議会議員選挙が
以下の日程で実施されます。

忘れずに投票をしましょう。

１０月３１日　告　示
１１月 ５ 日　投開票

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、農林水産大臣、財務大臣
意見書提出先

採
択
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副
委
員
長�

今
野　
雅
信

委

員�

岡
﨑　
英
和

委

員�

村
形　
昌
一

委

員�

芳
賀　
　
清

　
今
年
は
宮
城
県
涌
谷
町
と
友

好
交
流
協
定
を
結
ん
で
１０
年
の

節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
を
切
っ
掛
け

に
災
害
時
の
協
力
関
係
を
と
始

ま
っ
た
友
好
交
流
で
す
が
、
１０

年
の
間
に
お
互
い
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
を
行
き
来
し
て
、
町

民
同
士
の
交
流
も
沢
山
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
数
回
訪
れ
て
お
り
、

城
山
公
園
の
素
晴
ら
し
い
桜
を

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
先
も
お
互
い
の
友
好
関

係
が
紡
が
れ
て
い
く
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。

�

【
記　
今
野
】

編
集
後
記

Ｑ２．大石田町に住んでみた感想は？
Ａ　�山や雲や田んぼが綺麗、人があたたかいです。
（これからの雪が不安です）

Ｑ３．印象に残った活動は？
Ａ　�半年で様々な企画をうちましたが全て印象に

残っています。終わったあとに来ていただい
たお客さんと顔を合わせながら感想をもらえ
ることが「やってよかった」と毎度思います。

Ｑ１．�地域おこし協力隊になろうと思っ
たきっかけは？

Ａ　�大石田AIR※企画の公募をSNSで見
かけ、いちアーティストとして応募し、
同じく地域おこし協力隊の大橋武司
さんと繋がりました。

※�AIR（アーティスト・イン・レジデンス）：
アーティストが一定期間ある土地に滞在し、
常時とは異なる文化環境で作品制作等を行
うこと。

Ｑ４．町の方へ一言
Ａ　�次回企画に是非ご注目を！そして

KOE no KURAにもお気軽に立ち寄っ
てください、お待ちしてます！

Ｑ５．今後の展望や抱負は？
Ａ　�まだ出会っていない人や場所は沢山あるので、

色んなコト・モノにふれながら吸収して発信
していきたいです。

久久
くく

保保
ぼぼ

田田
たた

  舞舞
ま いま い

  隊員隊員

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

（東京都出身）

今年度から着任し、すでに大活躍の久保田隊員。
大石田を魅了する華やかな踊りや企画等に今後
も期待します。

議員から
一言

大石田で舞います！大石田で舞います！
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